
コンパクトに持ち運んで涼をとる

　一心堂本舗の　　
「ひだりうちわ」　

いまより素敵な暮らしを提供
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（１０）（第三種郵便物認可） ２０１８年（平成年）６月１３日　（水曜日）

　６月といえば、雨。じめじ
め、しとしと。うっとうしい
季節ですね。ことしは、夏の到
来が早いという予報もあり、
梅雨明けとともに本格的な暑
さがやってきます。
　そこで今回登場するのが、
一心堂本舗の「ひだりうち
わ」。コンパクトだけれど、
使い勝手は抜群。女性の手く
らいの大きさなのでバックや
ポケットにもすっぽり収まり
持ち運びにも便利、どこにで
も連れて行きたくなるサイズ
感です。また、使っている紙
も、ニューヨークやドイツの
デザイナーがデザインしネパ
ールで作られた手漉きの紙
や、京都の型染職人によって
染められた友禅染手漉き和紙
など厳選した上質な紙を使用
しているのです。デザインも
豊富で花やだるま、魚、はた
またタコなど個性的で愛嬌が

溢れているのでとても愛着が
湧きます。うちわの名産地、
香川県丸亀市で作られている
ので、丈夫で長く使える品質
の高さ。さらに、専用の「だる
ま型うちわケース（別売り）」
も用意しています。荷物がた
くさん入ったバッグの中でも
安心して持ち運べます。また、
暑中見舞いや夏の便りとして
メッセージを添えて「ひだり
うちわ」を送りたいあなたに
は、「宛名・メッセージシール」
もあります。大事な人にメッ
セージを添えてうちわを送
る、そんな粋なはからいがで
きる素敵な一品です。
　価格は、ひだりうちわ

円、だるま型うちわケース
円、宛名・メッセージシール
円（ともに税込み）。東
急ハンズとロフトの一部店舗
などで販売中です。

＊　　　＊
◇ひだりうちわとだるま型う
ちわケース、宛名・メッセー
ジシールの３点セットを抽選
で合計名にプレゼント！
　住所、氏名、
電話番号を明
記の上、編集
部にファクス
かウェブから
ご応募下さ
い。締め切りは６月日（月）
です。

　ステンレス製魔
法びんを中心とす
る家庭用品を製造
・販売するメーカ
ーで、広告やプロ
モーション活動に

携わっています。ブランドや製品、
消費者ターゲットに合わせ幅広い
施策を行っており、仕事内容を一
言で説明するのは難しいのです
が、わたしの仕事の本質は製品と
消費者を結び付けることだと思っ
ています。
　以前は広告制作会社に勤めてい
ましたが、自分が世の中におすす
めする製品にきちんと責任を持ち
たいとメーカーに転職しました。
わたしの勤める会社は新しい製品

を数多く生み出し、新し
いライフスタイルを提案
してきたメーカーです。
　しかし、製品を開発するだけで
消費者に知られていなければ、せ
っかく生み出した価値を提供する
ことができません。「こんな製品
があったらいいな」という消費者
ニーズに応えるため、開発者が日
々悩み生み出した製品をきちんと
知ってもらうことで、お客さまの
家事が少し楽になったり、お弁当
の時間が楽しみになったり、そん
な幸せを提供していきたいと考え
ています。
　いまより素敵な暮らしを提供し
ていきたい、そんな思いで仕事に
取り組んでいます。

■お問い合わせ
　株式会社日刊建設通信新聞社　カナリヤ通信編集部
　TEL03-3259-8711　    FAX03-3259-8730
■ご意見・ご感想、プレゼントの応募は
   canaria@kensetsunews.comまでお寄せください。

「カナリヤ通信」は、日刊建設通信新聞社の登録商標です。

　日刊建設通信新聞社
は、イベント「わたしの
住むまちをデザインする
仕事」を開催します。そ
こで、中学生や高校生、
高等専門学校生、専門学
校生、大学生の皆さん、
８月９日に日本大学理工
学部駿河台キャンパスに
来ませんか。わたしたち
が豊かに暮らせる技術を
建設産業界で活躍してい

る技術者がわかりやすく
説明してくれます。案外、
気が付かないところに面
白い発見があるかもしれ
ません。「見て！触れて
！体感して！」、面白さ
を知って下さい。
　問い合わせは、日刊建
設通信新聞社内リコチャ
レ実行委員会・電話
、ファクス・
。詳細は、
ホームページ（https://
www.kensetsunews.co
m/rikochalle）。
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検査時間の目安：約分
費用：２万，円（税込み・完全予約制）
検査項目：問診、他覚的屈折検査、自覚的屈折
検査、手持ち眼鏡視力検査、眼圧、眼位、調節
機能、両眼視、視野検査（ハンフリー）、三次
元眼底解析検査（ＯＣＴ）、眼底撮影、ＢＵＴ
検査　涙液層破砕時間、涙液検査、角膜内皮細
胞検査、診察・細隙灯顕微鏡検査
　問い合わせは、（月土・午
前９時～午後５時）
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︵
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５
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︶
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「カナリヤ通信」では、さまざまな考え方をもった女性が、
社会の中で逞しく、それでいて女性らしく声を出して、人
生を楽しみながら働く姿を表現していきます。

webで公開中


